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Abstract 

  A survey was conducted at Nanatsu-mori Shinrin Park in Shizukuishi Town, Iwate Prefecture, as a continuation of previous 

investigations. The aim of the survey was to clarify the dragonfly fauna of the area. As a result, 45 species from 10 families were 

recorded, of which 4 species from 4 families were new records for Shizukuishi Town. This brings the total number of species in 

Shizukuishi Town to 55 species from 10 families. 

 

はじめに 

 筆者らは,岩手県雫石町におけるトンボ相を明らか

にすることを目的とし，これまでに御所湖周辺の町内

２地区（雫石地区と御所地区）における調査を実施し，

希少種であるマダラヤンマやハネビロエゾトンボ，さ

らに，近年岩手県内内陸部での分布拡大が推測される

ネキトンボ含む 10科 51種を確認,報告している (佐々

木ほか 2023, 2024a, 2024b, 2025). 

 本稿はその継続調査であり ,新たな記録を追加して

報告するものである. 

  

方法  

 調査地は，同町雫石地区の七ツ森に所在する七ツ森

森林公園における 2 か所とした．すなわち，①南側に

位置する池とその周辺の林道である．ここは過去の調

査地である (佐々木ほか 2023, 2024a)．以下「南側調

査地」と記す．②北側に位置する沼とそれに連なる細

流や湿地帯，その周辺の林道である．また，ここに隣

接する林道や用水路周辺を含めた．以下「北側調査地」

と記す．なお，両調査地は低山を挟む位置にある．  

 調査の時期は，2025 年 4 月～10 月とし，各調査地に

つき 1 回 1 時間程度，月 2 回程度を原則としつつ，必

要に応じて回数を増やして訪問した. 

確認した個体は目視または捕獲し，「ネイチャーガ

イド 日本のトンボ」 (尾園ほか 2022) に基づき種と

雌雄の別を同定した.捕獲した個体は，写真撮影をした

後リリースした.写真撮影は，自動で撮影日および位置

情報が記録されるよう設定されたカメラを用いた .個

体数については，「1 頭（単独）」「2～3 頭（少数）」「4

～9 頭（普通）」「10 頭以上（多数）」として概算にて記

録した. 

なお，一部の種については，リリースの際に，翅に

個体識別のために採集場所を示すアルファベット 1 文

字と，採集月日と頭数を表す数字列（例：「南側調査地」

にて 5 月 15 日採集の 2 頭目であれば，y515-2）を記し

た． 

 

結果  

本調査では，南側調査地においては 10 科 40 種,北側

調査地においては 9 科 27 種がそれぞれ確認された．こ

のリストを以下並びに表１に示した．種の掲載順及び

学名は「ネイチャーガイド 日本のトンボ」 (尾園ほか 
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2022) に従った．なお，過去調査と本調査における確

認の回数を比較するために ,確認種ごとの確認回数と

確認率（確認率＝確認回数÷調査回数×100）を算出し,

これを記した. 

 

アオイトトンボ科  L e s t i d a e 

オツネントンボ S y m p e c m a  p a ed i s c a  ( B r au e r,  1 8 7 7 ) 

ホソミオツネントンボ I n d o l e s t e s  p e re g r in u s  ( R i s ,  

1 9 1 6 )  

アオイトトンボ L e s t e s  sp o n sa  ( H an s e m a n n ,  1 8 2 3 ) 

オオアオイトトンボ L e s t e s  t e m p o r a l i s  Selys, 1883      

なお，オツネントンボは，南側調査地において非調

査日に確認され（1♂,27.Ⅳ.2025，第二筆者採集），こ

れを記録として加えた． 

 

カワトンボ科 C a l o p t e ry g i d a e 

ニホンカワトンボ M n a i s  c o s t a l i s  S e l y s ,  1 8 6 9  

ミヤマカワトンボ C a l o p t e r y x  c o rn e l ia  S e l y s ,  1 8 5 3 

ハグロトンボ A t ro c a lo p t e r y x  a t r a t a  ( S e ly s ,  1 8 5 3 )  

 なお，ニホンカワトンボは，北側調査地において多

数確認されたが，その大半が橙色翅型であった．  

 

モノサシトンボ科 P l a t y cn e m id i d a e 

モノサシトンボ P s e u d o c o p e ra  a n n u la ta  (Selys, 1863)      

 なお，モノサシトンボは，両調査地において多数確

認された． 

 

イトトンボ科  C o e n ag r io n id a e  

キイトトンボ  C e r i a g r i o n  m e la n u r u m S e ly s  

エゾイトトンボ  C o en a g r i o n  la n c e o l a t u m  ( S e ly s ,  

1 8 7 2 )  

オゼイトトンボ  C o en a g r i o n  t e r u e  ( A s a h in a ,  1 9 4 9 )  

クロイトトンボ  P a ra c e rc i o n  c a la m o ru m  (R i s ,  1 9 1 6 )  

ルリイトトンボ  Enallagma circulatum Selys, 1883 

アジアイトトンボ  I s c h n u r a  a s i a t i c a  B r au e r,  1 8 6 5  

なお，本科は，北側調査地において確認されなかっ

た．キイトトンボは南側調査地において 2 年ぶりに確

認されたが，個体数は比して少なかった．ルリイトト

ンボは，南側調査地において確認され,雫石町初記録で

あった（1♂，13.Ⅶ.2025，第一著者採集・岩手県立博

物館所資料登録番号 332330；写真１）  

 

 

ヤンマ科 A e s h n id a e 

サラサヤンマ S a r a sa e s c h n a  p r y e r i  (M a r t in ,  1 9 0 9 )  

ミルンヤンマ P l a n a u e s ch n a  m i ln e i  (S e l y s ,  1 8 8 3 )   

ヤブヤンマ P o l y ca n t h a g y n a  m e l a n i c t e ra  (S e l y s ,  

1 8 8 3 )  

オオルリボシヤンマ A e s h n a  c re n a t a  H ag e n ,  1 8 5 6 

ルリボシヤンマ A e s h n a  ju n c ea  j u n c e a  ( L in n a eu s ,  

1 7 5 8 )  

ギンヤンマ A n a x  p a r th e n o p e  ( S e ly s ,  1 8 3 9 ) 

クロスジギンヤンマ An a x  n ig ro f a s c ia tu s  Og u m a ,  

1 9 1 5 

なお，サラサヤンマは，両調査地で確認されたが，

北側調査地における林道での飛翔が頻回に確認された． 

ミルンヤンマは，南側調査地において 1 回の目撃に

留まった． 

ヤブヤンマは，過去の記録は死骸によるものだった

が(佐々木ほか 2025)，両調査地において初めて生きた

姿が確認された（1♂，19.Ⅶ.2025，第二著者採集・岩

手県立博物館所資料登録番号 332331；写真２）（1♀，

19.Ⅶ.2025 採集:第一著者・岩手県立博物館所資料登

録番号 332332）． 

オオルリボシヤンマは，両調査地において頻回に確

認された．その中で，北側調査地において採集し翅に

マーキングした個体が 2 日後に南側調査地で確認され

た．（1♂，16 .Ⅷ.2025，第二著者採集・岩手県立博物

館所資料登録番号 332333；写真３）．これは両調査地

を往来している可能性を示唆した．  

 

サナエトンボ科  Go m p h i d a e 

ウチワヤンマ S i n i c t i n o m p h u s  c l a va tu s  ( F ab r i c iu s ,  

1 7 7 5 )  

コオニヤンマ S i e b o l d i u s  a lb a rd a e  S e ly s ,  1 8 8 6  

オナガサナエ M e l l i g o mp h u s  v i r id i co s t u s  (Oguma, 

1926)      

ダビドサナエ D a v id iu s  n a n u s  ( S e ly s ,  1 8 6 9 )  

コサナエ Tr ig o mp h u s  m e l a m p u s  (S e l y s ,  1 8 6 9 )  

なお，ウチワヤンマは，南側調査地において 4 回の

目撃があった．毎回同じ枝先に止まっていたが，採集

には至らなかった（写真４）．  

 

オニヤンマ科 C o rd u l e g a s t r id a e 

オニヤンマ Anotogaster sieboldii  (Selys, 1854)      

 なお，オニヤンマは，両調査地で多く確認された． 30 
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エゾトンボ科 C o rd u l i i d a e  

オオトラフトンボ Epitheca bimaculata  (Charpentier, 

1825) 

タカネトンボ S o m a to c h l o ra  u c h id a i  F o r s t e r ,  1 9 0 9  

エゾトンボ  Somatochlora viridiaenea  (Uhler, 1858) 

なお，オオトラフトンボは，雫石町初記録であり，

南側調査地においてのみ確認された（1♂， 5.Ⅶ.2025，

第 二 著 者 採 集 ・ 岩 手 県 立 博 物 館 所 資 料 登 録 番 号

332334；写真５）．なお，過去に羽化殻の採集（ 25.

Ⅴ.2024，第一著者採集・岩手県立博物館所資料登録番

号 332335；写真６）があり，同調査地が産地である可

能性が高い． 

エゾトンボは，「北側調査地」においてのみ確認され

た（1♂, 19.Ⅶ.2025，第一著者採集・岩手県立博物館

所資料登録番号 332336；写真７）.過去には，南側調

査地において採集されており（佐々木ほか 2023）,両

調査地を往来している可能性を念頭に引き続き注視し

たい． 

 

ヤマトンボ科 M a c r o m i id a e  

オオヤマトンボ E p o p h th a l mi a  e l e g a n s  ( B r a u e r,  

1 8 6 5 )  

コヤマトンボ Macromia amphigena Selys, 1871 

なお，オオヤマトンボは，南調査地において非調査

日に確認され（1♂, 30.Ⅶ.2025，第二筆者採集・写真

８），これを記録として加えた．   

コヤマトンボは，両調査地で確認され，雫石町初記

録であった（1♂，28.Ⅵ.2025，第二著者採集；写真９）. 

 

トンボ科 L i b e l lu l id a e  

ナツアカネ S y m p e t ru m  d a r w in ia n u m  (Selys, 1883) 

リスアカネ Sympetrum risi  (Bartenef, 1914) 

ノシメトンボ S y m p e t ru m  in fu s c a tu m  (Selys, 1883)   

アキアカネ S y m p e t ru m  f re q u en s  (Selys, 1883) 

マユタテアカネ S y m p et r u m  e ro t i cu m  (Selys, 1883) 

ネキトンボ S y m p et r u m  sp e c io s u m  Og u m a , 1 9 1 5   

コシアキトンボ P s e u d o t h e m i s  zo n a ta  (Burmeister, 

1839)  

ショウジョウトンボ C ro c o th e m i s  s e r v i l i a  D r u ry,  

1 7 7 0 

ウスバキトンボ P a n ta la  f l a v e s c e n s  (Fabricius, 1798)   

ハラビロトンボ Ly r io th e m i s  p a c h yg a s t r a  ( S e ly s ,  

1 8 7 8 )  

シオカラトンボ O r t h e t ru m  a lb i s t y lu m  (Selys, 1848) 

シオヤトンボ O r t h e t ru m  j a p o n i c u m  (Uhler, 1858) 

オオシオカラトンボ O r t h e t ru m  m e la n ia  (Selys, 1883) 

なお，リスアカネは，雫石町初記録であり，北側調

査地において１回のみで確認された（1♂,14.Ⅷ.2025，

第二筆者採集；写真 10）． 

ネキトンボは，南側調査地におけて確認された（ 1

♂,2.Ⅷ.2025，第二筆者採集；写真 11）.これは 2023

年の初記録(佐々木ほか 2024b)に続く確認であり，岩

手県内陸部における本種の定着を支持するものであろ

う. 

 

考察 

本調査で確認された 10 科 45 種と過去調査による既

知種(佐々木ら 2023, 2024a, 2024b) を照らし合わせ

ると,雫石町の既知種は 10科 55種となった. このうち，

雫石町における新記録は 4 科 4 種,すなわち,ルリイト

トンボ，オオトラフトンボ，コヤマトンボ，リスアカ

ネであった. なお，本稿は雫石町の山間部を除く地域

を対象としたものであり，雫石町千沼ヶ原等での確認

種を含めていない．山間部での採集記録を含むデータ

との統合については今後着手予定である． 

また，確認された種のうち，岩手レッドデータブッ

ク (岩手県環境生活部自然保護課  2025) に記載のあ

る希少種は，ルリイトトンボ（留意），サラサヤンマ（留

意），エゾトンボ（留意）であった．  

雫石町における既知種のうち ,ハネビロエゾトンボ

は過去に南側調査地で確認され (佐々木ほか 2024b)，

北側調査地に含まれる細流が生息地として予測された

が，本調査では確認には至らなかった．その他確認さ

れなかった既知種である，オオイトトンボとミヤマア

カネは過去調査では南側調査地での確認があるが，そ

もそも個体数が少ないと考えられる．また，雫石町の

御所地区で確認されたモートンイトトンボ，マダラヤ

ンマ，ミヤマサナエ，チョウトンボ，マイコアカネ，

コフキトンボ，ヨツボシトンボは，今回の調査では確

認されなかった． 

確認率をみると，多少の変動はあるものの，短期的

な変動についての評価は難しい .引き続きデータを蓄

積し改めて検討したい.これに関わり，南側調査地にお

いては，2024 年に周辺の樹林が伐採され，池周辺の日

照時間が増え，日向と日陰のエリアのコントラストが

一層明確になっているが，このことのトンボ相への影
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響について検討する必要があるだろう.例えば，現時点

では，第一筆者と第二筆者の印象に留まるが，ヤブヤ

ンマ，コシアキトンボやショウジョウトンボが目立っ

ていたことなどである． 

今後，雫石町のトンボ相についてその信頼性を担保

するためにも，確認種の産地について特定する必要が

あるだろう。その際，種によっては，両調査地を往来

している可能性があることに留意したい．  

 

引用文献  

岩手県環境生活部自然保護課（2025）いわてレッドデ

ータブック 岩手の希少な野生生物 2025 版．岩手

県環境生活部自然保護課，岩手県．  

尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮（2022）ネイチャーガイ

ド日本のトンボ改訂版. 文一総合出版，東京. 

佐々木 全・渡辺修二（2022）岩手県盛岡市「尾入野湿

生植物園」のトンボ相-.岩手大学教育学部研究年

報 81: 83-95. 

佐々木 全・佐々木悠太・渡辺修二（2023）岩手県雫石

町のトンボ相 -準絶滅危惧種マダラヤンマの新た

な採集記録を含めて -.岩手県立博物館研究報告 

40: 7-11. 

佐々木 全・佐々木悠太・渡辺修二（2024a）岩手県内

陸部におけるネキトンボの記録 .月刊むし 636: 

49-50. 

佐々木 全・佐々木悠太・渡辺修二（2024b）岩手県に

おけるハネビロエゾトンボの２例目の記録 .月刊

むし 645: 53-54. 

佐々木 全・佐々木悠太・渡辺修二（2025）岩手県雫石

町のトンボ相 (2)―ウチワヤンマなどの追加記録

を含めて―.岩手県立博物館研究報告 42: 23-29. 

 

要  旨 

岩手県雫石町におけるトンボ相を明らかにすること

を目的とし，これまでの調査の継続として雫石町七ツ

森森林公園において調査を実施した.その結果，10 科

45 種が確認され，そのうち 4 科 4 種は雫石町での初記

録であった．これにより,雫石町における既知種は 10

科 55 種となった. 

 

キーワード：トンボ相，雫石町，ルリイトトンボ, オ

オトラフトンボ, コヤマトンボ, リスアカネ 

 

写真 1  ルリイトトンボ♂（雫石町七ツ森産）  

 

 

写真 2  ヤブヤンマ♂（雫石町七ツ森産）  

 

 

写真 3 オオルリボシヤンマ♂（雫石町七ツ森産；両

調査地を往来した個体）  
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写真 4 ウチワヤンマ♂（雫石町七ツ森産）  

 

 

写真 5 オオトラフトンボ♂（雫石町七ツ森産）  

 

 

写真 6 オオトラフトンボの羽化殻（雫石町七ツ森産） 

 

 

 

 

 

 

写真 7 エゾトンボ（雫石町七ツ森産）  

 

写真 8 オオヤマトンボ♂（雫石町七ツ森産）  

 

 

写真 9 コヤマトンボ（雫石町七ツ森産）  
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写真 10 リスアカネ♂（雫石七ツ森産, 2025.8.14 撮影） 

 

 

写真 11 ネキトンボ♂（雫石町七ツ森産）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



岩手県立博物館研究報告第 43号，2026 年 3 月 21～27 ペ−ジ  
Bulletin of the Iwate Prefectural Museum, No.43, pp. 21-27. March, 2026 

- 27 - 

 

表１ 各調査地における確認種 

科 種（和名） 

南側調査地   北側調査地   

備考 過去調査 

（2022 年；41 回） 

確
認
回
数 

確認率

（％） 

過去調査 

（2023 年；39 回） 

確
認
回
数 

確認率

（％） 

本調査 

（2025 年；38 回） 

確
認
回
数 

確認率

（％） 
  

本調査 

（2025 年;29 回） 

確
認
回
数 

確認率

（％） 
  

アオイトトンボ科 

オツネントンボ **♂♀ 6 14.6 **♂♀ 6 15.4  0 0.0  *♂ 1 3.4  南側調査地において非調査日に確認（1♂,27.Ⅳ.2025） 

ホソミオツネントンボ ****♂♀ 9 22.0 ****♂♀ 13 33.3 ***♂♀ 15 39.5    0 0.0    

アオイトトンボ   0 0.0  0 0.0 *♂ 1 2.6     0 0.0     

オオアオイトトンボ ***♂♀ 11 26.8   8 20.5 **♂♀ 6 15.8   **♂ 1 3.4     

カワトンボ科 

ニホンカワトンボ *♂ 1 2.4 **♂♀ 3 7.7 *♀ 1 2.6  ****♂♀ 7 24.1  北側調査地において確認された個体の大半が橙色翅型 

ミヤマカワトンボ **♂♀ 1 2.4 **♂♀ 2 5.1 *♂ 1 2.6   **♀ 2 6.9     

ハグロトンボ   0 0.0 **♂♀ 2 5.1 *♀ 1 2.6   *♂ 1 3.4     

モノサシトンボ科 モノサシトンボ ****♂♀ 14 34.1 ***♂♀ 18 46.2 ***♂♀ 20 52.6   ***♂♀ 15 51.7     

イトトンボ科 

キイトトンボ ***♂♀ 5 12.2   0 0.0 **♀ 2 5.3    0 0.0    

エゾイトトンボ ****♂♀ 10 24.4 **♂♀ 12 30.8 ****♂♀ 25 65.8    0 0.0    

オゼイトトンボ **♂ 1 2.4 **♂♀ 9 23.1 **♂♀ 8 21.1    0 0.0    

クロイトトンボ ****♂♀ 17 41.5 ****♂♀ 18 46.2 ****♂♀ 16 42.1    0 0.0    

オオイトトンボ   0 0.0 *♂ 3 7.7   0 0.0    0 0.0    

モートンイトトンボ   0 0.0  0 0.0  0 0.0    0 0.0  岩手レッドデータブック（準絶滅危惧） 

ルリイトトンボ  0 0.0  0 0.0 *♂ 1 2.6   0 0.0  岩手デッドデータブック（留意） 
雫石町初記録（1♂，13.Ⅶ.2025） 

アジアイトトンボ   0 0.0 **♂♀ 5 12.8 **♂♀ 5 13.2     0 0.0     

ヤンマ科 

サラサヤンマ *♂ 1 2.4 **♂ 2 5.1 *♀ 1 2.6  ***♂ 4 13.8  岩手レッドデータブック（留意） 

ミルンヤンマ   0 0.0 *♀ 2 5.1 *♂ 1 2.6    0 0.0    

ヤブヤンマ   0 0.0 *♂  1 2.6 **♂♀ 3 7.9  ***♂♀ 9 31.0    

マダラヤンマ   0 0.0  0 0.0  0 0.0    0 0.0  岩手レッドデータブック（絶滅危惧Ⅱ類） 

オオルリボシヤンマ ****♂♀ 16 39.0 ****♂♀ 20 51.3 ****♂♀ 15 39.5  ***♂♀ 11 37.9    

ルリボシヤンマ ***♂♀ 6 14.6 **♂♀ 7 17.9 **♂♀ 3 7.9  **♂ 4 13.8    

ギンヤンマ **♂ 4 9.8 **♂♀ 5 12.8 **♂♀ 3 7.9    0 0.0    

クロスジギンヤンマ ****♂♀ 16 39.0 ****♂♀ 13 33.3 ***♂♀ 13 34.2   *♂ 1 3.4     

サナエトンボ科 

ウチワヤンマ   0 0.0 **♀ 1 2.6 **♂♀ 4 10.5    0 0.0    

コオニヤンマ ***♂♀ 13 31.7 ***♂ 4 10.3 **♂♀ 5 13.2  **♂♀ 3 10.3    

オナガサナエ *♂ 1 2.4 **♂♀ 2 5.1 *♂ 2 5.3    0 0.0    

ダビドサナエ *♂ 2 4.9  0 0.0  0 0.0  *♀ 1 3.4    

ミヤマサナエ   0 0.0  0 0.0  0 0.0    0 0.0    

コサナエ ***♂♀ 13 31.7 ***♂♀ 13 33.3 ****♂♀ 10 26.3   ***♂♀ 5 17.2     

ミヤマサナエ   0 0.0   0 0.0   0 0.0     0 0.0     

オニヤンマ科 オニヤンマ ****♂♀ 26 63.4 ****♂♀ 25 64.1 ***♂♀ 13 34.2     18 62.1     

エゾトンボ科 

オオトラフトンボ   0 0.0  0 0.0 **♂ 4 10.5    0 0.0  雫石町初記録（25.Ⅶ.2025） 

タカネトンボ **♂♀ 11 26.8 ***♂♀ 20 51.3 ***♂♀ 10 26.3  **♂♀ 10 34.5    

エゾトンボ *♀ 1 2.4   0 0.0   0 0.0   *♂ 1 3.4   岩手レッドデータブック（留意） 

ハネビロエゾトンボ   0 0.0   0 0.0   0 0.0     0 0.0   岩手レッドデータブック（留意） 

ヤマトンボ科 
オオヤマトンボ *♀ 3 7.3 *不 2 5.1   0 0.0     0 0.0   南側調査地において非調査日に採集（30.Ⅶ.2025） 

コヤマトンボ   0 0.0   0 0.0 **♂♀ 2 5.3   **♂ 1 3.4     

トンボ科 

チョウトンボ   0 0.0  0 0.0  0 0.0    0 0.0    

ナツアカネ *♀ 1 2.4 *♂ 1 2.6 **♂ 2 5.3  *♀ 1 3.4    

リスアカネ   0 0.0  0 0.0  0 0.0  *♂ 1 3.4  雫石町初記録（14.Ⅷ.2025） 

ノシメトンボ ****♂♀ 31 75.6 ****♂♀ 26 66.7 ****♂♀ 24 63.2  ****♂♀ 19 65.5    

アキアカネ ****♂♀ 28 68.3 ****♂♀ 25 64.1 ****♂♀ 17 44.7  ****♂♀ 14 48.3    

マユタテアカネ **♂♀ 16 39.0 **♂♀ 13 33.3 **♂♀ 11 28.9  **♂ 3 10.3    

マイコアカネ   0 0.0 **♂♀ 2 5.1  0 0.0    0 0.0    

ミヤマアカネ ***♀不 0 0.0 **♂ 2 5.1  0 0.0    0 0.0    

ネキトンボ   0 0.0 **♂ 2 5.1 *♂ 4 10.5    0 0.0    

コシアキトンボ **不 4 9.8 **♂♀ 4 10.3 **♂♀ 10 26.3  **♂♀ 3 10.3    

コフキトンボ   0 0.0  0 0.0  0 0.0    0 0.0    

ショウジョウトンボ ***♂♀ 7 17.1 ***♂♀ 13 33.3 **♂♀ 15 39.5    0 0.0    

ウスバキトンボ *♂ 1 2.4 *♀ 1 2.6  4 10.5    0 0.0    

ハラビロトンボ **♂♀ 3 7.3 **♂♀ 8 20.5 ***♂♀ 6 15.8    0 0.0    

シオカラトンボ *♂ 1 2.4 **♂♀ 9 23.1 **♂ 4 10.5  *♂ 1 3.4    

シオヤトンボ ***♂♀ 9 22.0 **♂♀ 12 30.8 **♂♀ 5 13.2  *♀ 1 3.4    

オオシオカラトンボ **♂♀ 11 26.8 **♂♀ 13 33.3 **♂♀ 16 42.1  **♂♀ 7 24.1    

ヨツボシトンボ   0 0.0   0 0.0   0 0.0    0 0.0    
 

 *1 頭（単独）,**2～3 頭（少数）,***4～9 頭（普通）,****10 頭以上（多数）   不(性別不明）    

 


